
※

提
供
サ
ー
ビ
ス
や
対
応
言
語
は
、
今
後

充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

※

予
告
な
く
、
内
容
の
変
更
や
運
用
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
生
市
企
画
財
政
部
行
政
管

理
課
☎
０
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５
５
１
・
１
５
８
０

●「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
友
だ
ち
追
加
は
右
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
で
き
ま
す
。



さ
き
に
私
は
、
福
生
市
公
民
館
主
催
講

座
「
杉
原
千
畝
と
ユ
ダ
ヤ
の
民
」（
平
成

30
年
8
月
、
全
２
回
）
で
杉
原
千
畝
の
、

ま
た
「
歴
史
か
ら
ひ
も
解
く
北
方
領
土
問

題
」（
令
和
元
年
8
月
、
全
2
回
）
に
お

い
て
樋
口
季
一
郎
の
事
績
を
紹
介
し
た
。

本
欄
で
は
右
の
講
座
で
取
り
上
げ
た
二
人

の
事
績
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

杉
原
千
畝
（
１
９
０
０
〜
８
６
）
は
、

早
稲
田
大
学
高
等
師
範
部
英
語
科（
本
科
）

中
退
後
、
外
務
省
給
費
留
学
生
と
し
て
ロ

シ
ア
語
習
得
の
た
め
ハ
ル
ピ
ン
に
留
学
。

外
務
省
入
省
後
、
満
州
帝
国
外
交
部
に
転

じ
て
北
満
鉄
道
買
収
交
渉
（
１
９
３
３
〜

３
５
）
に
参
画
、
ソ
連
を
相
手
に
交
渉
実

務
を
主
導
し
た
。

そ
れ
は
満
洲
国
と
ソ
連
の
共
同
経
営

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
た
満
洲
里
―
ハ

ル
ピ
ン
―
綏す

い

芬ふ
ん

河が

間
の
北
満
鉄
道
本
線

１
４
８
３
㎞
と
新
京
（
現
長
春
）
―
ハ

ル
ピ
ン
間
の
支
線
２
４
０
㎞
の
ソ
連
側

権
益
の
譲
渡
交
渉
で
、
ソ
連
が
提
示
し

た
価
格
は
2
億
５
０
０
０
万
ル
ー
ブ
ル

（
6
億
２
５
０
０
万
円
）、
満
洲
国
（
日
本
）

の
希
望
購
入
価
格
は
５
０
０
０
万
円
で

あ
っ
た
た
め
、
苛
烈
な
交
渉
が
2
年
近
く

続
い
た
が
、
日
本
側
は
杉
原
を
中
心
に
し

て
緻
密
な
情
報
戦
を
展
開
し
、
ソ
連
側
を

圧
倒
し
て
１
億
７
０
０
０
万
円
（
鉄
道
や

付
帯
事
業
一
切
、
従
業
員
退
職
金
３
０
０ 

０
万
円
を
含
む
）
ま
で
下
げ
て
決
着
し
た
。

日
本
外
交
の
勝
利
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
１
９
３
５
年
度
日
本
の
一
般
会

計
歳
出
総
額
は
22
億
円
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
の
後
ほ
ど
な
く
杉
原
は
満
洲
帝
国

外
交
部
を
辞
し
、
外
務
省
に
復
帰
し
て

１
９
３
６
年
12
月
に
在
ソ
連
日
本
大
使
館

二
等
通
訳
官
に
任
命
さ
れ
る
が
、
ソ
連
は

ペ
ル
ソ
ナ
ノ
ン
グ
ラ
ー
タ
（
好
ま
し
か
ら

ざ
る
人
物
）
と
し
て
杉
原
の
ビ
ザ
発
給
を

拒
否
、
モ
ス
ク
ワ
着
任
は
見
送
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
譲
渡
交
渉
で
煮
え

湯
を
飲
ま
さ
れ
た
ソ
連
の
意
趣
返
し
で
、

杉
原
の
卓
越
し
た
能
力
に
懼お

そ

れ
を
抱
い
た

結
果
で
あ
ろ
う
。

１
９
３
９
年
7
月
、
杉
原
は
在
リ
ト
ア

ニ
ア
領
事
代
理
（
副
領
事
）
に
任
命
さ
れ

て
臨
時
首
都
カ
ウ
ナ
ス
に
着
任
、
11
月
に

領
事
館
を
開
設
し
た
。
日
本
人
が
1
人
も

住
ま
ぬ
リ
ト
ア
ニ
ア
に
領
事
館
を
開
き
、

杉
原
が
赴
任
し
た
背
景
に
は
、
同
年
5
月

に
勃
発
し
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
（
5
月
11

日
〜
9
月
16
日
）
に
関
す
る
ソ
連
情
勢
の

分
析
と
欧
州
諸
国
な
か
ん
ず
く
ド
イ
ツ
情

報
の
収
集
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

杉
原
は
、
１
９
４
０
年
、
在
リ
ト
ア
ニ

ア
領
事
代
理
の
時
代
に
、
身
辺
に
迫
る
第

二
次
世
界
大
戦
の
危
機
に
直
面
し
な
が
ら

必
死
の
覚
悟
と
信
念
を
胸
に
、
祖
国
を
追

わ
れ
て
異
国
に
亡
命
し
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
難

民
に
ビ
ザ
を
発
給
し
、そ
の
命
を
救
っ
た
。

7
月
18
日
早
朝
、
杉
原
は
領
事
館
前
に

続
々
と
集
結
す
る
ユ
ダ
ヤ
難
民
の
ざ
わ
め

き
に
よ
っ
て
目
を
覚
ま
し
た
。
そ
の
日
か

ら
9
月
5
日
に
ベ
ル
リ
ン
行
国
際
列
車
で

カ
ウ
ナ
ス
を
退
去
す
る
ま
で
の
50
日
間
、

外
務
省
に
数す

う

次じ

に
わ
た
っ
て
ビ
ザ
発
給
を

懇
請
し
、
そ
れ
を
拒
絶
し
続
け
る
訓
令
に

背
い
て
２
０
０
０
通
以
上
の
ビ
ザ
（
日
本

通
過
査
証
）
を
発
給
す
る
杉
原
の
苦
闘
が

は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ビ
ザ
を
得

て
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
か
ら
敦
賀
を
経
て
神
戸
お
よ
び
横
浜

か
ら
米
国
・
上
海
な
ど
に
渡
っ
て
命
を
つ

な
い
だ
ユ
ダ
ヤ
難
民
は
６
０
０
０
名
を
越

え
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
80
年
を
経
た

現
在
、
そ
の
子
孫
は
世
界
各
地
で
命
の
枝

葉
を
拡
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

杉
原
の
ビ
ザ
発
給
よ
り
3
年
前
に
ユ
ダ

ヤ
難
民
に
手
を
差
し
伸
べ
た
の
が
樋
口
季

一
郎
（
１
８
８
８
〜
１
９
７
０
）
で
あ

る
。
樋
口
は
１
９
０
９
年
に
陸
軍
士
官
学

校
を
、
つ
い
で
18
年
に
陸
軍
大
学
校
を
卒

業
し
た
生
粋
の
陸
軍
軍
人
で
あ
る
。

１
９
３
７
年
12
月
、
陸
軍
少
将
・
ハ
ル

ピ
ン
特
務
機
関
長
と
し
て
ハ
ル
ピ
ン
商
業

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
1
回
極
東
ユ

ダ
ヤ
人
大
会
」
で
来
賓
祝
辞
を
述
べ
、
そ

こ
で
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人

国
家
」
に
賛
同
し
て
ナ
チ
ス=

ド
イ
ツ

の
ユ
ダ
ヤ
政
策
を
批
判
し
た
こ
と
か
ら
世

界
に
衝
撃
を
与
え
た
。

樋
口
の
こ
の
言
葉
が
虚
言
で
な
い
こ
と

を
示
し
た
の
が
、
翌
38
年
3
月
に
起
こ
っ

た
オ
ト
ポ
ー
ル
事
件
の
対
応
で
あ
る
。

そ
れ
は
ナ
チ
ス
の
迫
害
を
逃
れ
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
離
れ
た
ユ
ダ
ヤ
難
民
が
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
オ
ト
ポ
ー
ル
（
現
ザ
バ
イ
カ
リ
ス

ク
）駅
で
満
州
国
へ
の
入
国
を
拒
否
さ
れ
、 

足
止
め
さ
れ
た
時
に
樋
口
は
食
料
や
衣
類

の
給
付
を
行
い
、
満
鉄
総
裁
松
岡
洋
右

（
１
８
８
０
〜
１
９
４
６
）
に
交
渉
し
特

別
列
車
を
出
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
難
民
を
隣
接

す
る
満
洲
里
で
乗
車
さ
せ
て
ハ
ル
ピ
ン
に

移
送
、
満
州
国
内
の
入
植
や
上
海
租
界
へ

の
移
動
を
斡
旋
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
オ
ト
ポ
ー
ル
―
満
洲
里
―
ハ
ル

ピ
ン
―
上
海
に
至
る
路
線
は
「
ヒ
グ
チ=

ル
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
難

民
が
利
用
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
に
は

杉
原
ビ
ザ
の
受
給
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

   １
９
４
２
年
8
月
、
陸
軍
中
将
樋
口
季

一
郎
は
北
部
軍
司
令
官
と
し
て
札
幌
に
着

任
、
44
年
3
月
に
は
千
島
、
樺
太
、
北
海

道
の
全
兵
力
を
統
帥
す
る
第
五
方
面
軍
司

令
官
に
就
い
た
。

１
９
４
５
年
8
月
9
日
、
ソ
連
は
対
日

宣
戦
を
布
告
し
て
満
洲
と
南
樺
太
に
侵
攻

し
た
た
め
、
樋
口
は
第
五
方
面
軍
に
対
ソ

作
戦
を
発
動
し
た
。
ソ
連
の
目
標
は
南
樺

太
、
千
島
列
島
、
北
海
道
北
部
（
留
萌
と

釧
路
を
結
ぶ
線
の
北
側
）
の
占
領
に
あ
っ

た
が
、
こ
こ
で
は
占
守
島
の
戦
い
（
8
月

18
〜
21
日
）
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

そ
れ
は
１
９
４
５
年
8
月
18
日
未
明
、

千
島
列
島
北
端
の
占
守
島
に
ソ
連
軍
が
無

警
告
上
陸
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
樋

口
は
麾き

下か

部
隊
に「
断
固
反
撃
」を
命
じ
、

ソ
連
軍
に
痛
撃
を
与
え
た
。
こ
の
日
本
軍

最
後
の
大
勝
利
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
北
海
道

占
領
計
画
に
狂
い
を
与
え
、
北
海
道
へ
の

侵
攻
を
防
い
だ
。

こ
こ
で
北
海
道
新
聞
（
２
０
１
７
年
12

月
30
日
）
が
伝
え
る
米
ソ
共
同
の
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト=

フ
ラ
」
に
つ
い
て
一
言

す
る
と
、
そ
れ
は
１
９
４
５
年
2
月
の

ヤ
ル
タ
会
談
後
の
4
〜
9
月
に
ソ
連
兵

（
1
万
２
０
０
０
人
）を
ア
ラ
ス
カ
州
コ
ー

ル
ド
ベ
イ
基
地
に
集
め
て
艦
船
や
レ
ー

ダ
ー
の
習
熟
訓
練
を
行
い
、
さ
ら
に
米
軍

の
掃
海
艇
55
隻
、
上
陸
用
舟
艇
30
隻
、
護

衛
艦
28
隻
な
ど
１
４
５
隻
を
ソ
連
に
無
償

貸
与
し
た
極
秘
作
戦
で
、
ソ
連
の
対
日
戦

争
な
か
ん
ず
く
北
方
四
島
の
占
領
に
米
軍

が
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら

な
い
。
今
後
も
詳
細
な
検
証
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

樋
口
に
よ
っ
て
野
望
を
打
ち
砕
か
れ
た

ソ
連
は
、
樋
口
を
戦
犯
容
疑
者
と
し
て
逮

捕
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
米
英
両
国

に
よ
っ
て
拒
絶
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
そ
こ
に
は
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の
働
き
か

け
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

杉
原
千
畝
と
樋
口
季
一
郎
は
、
人
間
と

し
て
の
尊
厳
を
否
定
さ
れ
、
人
権
を
踏
み

に
じ
ら
れ
て
ギ
リ
ギ
リ
命
を
つ
な
い
で
異

国
を
さ
ま
よ
う
ユ
ダ
ヤ
難
民
に
救
い
の
手

を
差
し
伸
べ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。管

見
の
か
ぎ
り
で
は
、
杉
原
千
畝
と
樋

口
季
一
郎
が
会
遇
し
た
記
録
は
な
く
、
ま

た
互
い
を
評
し
た
記
事
も
確
認
で
き
な

い
。
た
だ
し
二
人
は
「
北
満
鉄
道
譲
渡
交

渉
」・「
極
東
ユ
ダ
ヤ
人
大
会
の
祝
辞
」・「
オ

ポ
ト
ー
ル
事
件
」
な
ど
か
ら
「
そ
の
人
の

存
在
」
を
意
識
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
か

ろ
う
。
新
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
そ
の
間か

ん

隙げ
き

が
埋
ま
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
。

は
じ
め
に

杉
原
千
畝
と
北
満
鉄
道
譲
渡
交
渉

樋
口
季
一
郎
と
ユ
ダ
ヤ
難
民
の
救
済

樋
口
季
一
郎
と
占し

ゅ
む

守し
ゅ

島と
う

の
戦
い 

お
わ
り
に

カ
ウ
ナ
ス
の
領
事
館
新
設
と
ユ
ダ
ヤ

難
民
の
救
済

満州国外交部勤務時代の杉原千畝
杉原千畝記念館（岐阜県八百津町）
ホームページより

カウナスの杉原記念館で
買い求めた絵はがき
（2016 年 9月 4日）

第五方面軍司令官時代の樋口季一郎
樋口隆一『陸軍中将樋口季一郎の遺訓
―ユダヤ難民と北海道を救った将軍』
（勉誠出版）より

北海道新聞電子版（2018/1/1）より

（
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
教
諭
）

主
な
著
作
に
「
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
強
制
収
容
所

訪
問
記
」（『
早
大
学
院
研
究
年
誌
』
59
号
）、「
ヴ
ィ

リ
ニ
ュ
ス
・
カ
ウ
ナ
ス
訪
問
記
」（
同
61
号
）、「
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
訪

問
記
」（
同
62
号
）、『
後
漢
書
劉
昭
注
李
賢
注
の

研
究
』（
汲
古
書
院
）、「
九
条
家
旧
蔵
鈔
本
『
後

漢
書
』
断
簡
と
原
本
の
日
本
将
来
に
つ
い
て
―
李

賢
『
後
漢
書
注
』
の
禁
忌
と
解
禁
か
ら
見
る
―
」

（『
中
国
学
術
の
東
ア
ジ
ア
伝
播
と
古
代
日
本
』
所

収
、
勉
誠
出
版
）
な
ど
が
あ
る
。

福生市公民館
講座にて

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

小
林
　岳

（
こ
ば
や
し

　た
か
し
）

今回、公民館ふっさの誌面を活用して、特集「公民館ふっさ誌面講座」を開催いたします。
ナチスからの迫害を逃れるユダヤ難民に対して、救済の手を差し伸べた二人の日本人、杉

すぎ

原
はら

千
ち

畝
うね

と樋
ひ

口
ぐち

季
き

一
いち

郎
ろう

にスポットを当て、二人がとった行動を紹介いたします。


